
第���問題

大円内に中心を通る等しい半円弧を作りそれらの間に���個の小円を書く。

弧の個数は不明（例えば���個の弧で���個以下ではない）大円と小円の直径

を知り円弧の数を求めよ。

術文（答）
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Q ��を除いて，正しい答えを返していない。術文は印刷ミスだと思われる。
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（蛇足）「岐阜県の算額の解説」（髙木重治著）にある解答について
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（����������　ジョーカー）
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